
（平成24年2月）               ハ ー ト ケ ア 通 信                         

         

                 

ハートケア

通信   2012 年 ２月号

◇ 563名のスタッフが皆様の在宅生活をサポートいたします。       

◇ 12月は、 11名の個人ボランティアさんと、2グループ9名の団体ボランティアさんが

当社のケアホームや通所施設で活動してくださいました。      （平成24年 1月1日現在）

◆ケアプラン契約数  983名

◆介護保険ご利用者総数 2777名（以下内訳）

・訪問介護事業 456名・通所介護事業 752名

・訪問看護事業 1049名・福祉用具レンタル事業 489名

・青蓮荘（特定施設入居者生活介護）31名

◆介護保険外ご利用者総数 593名        

・たに整骨院 117名・訪問介護事業（自立支援）87名

・訪問看護事業（医療）317名

・有料老人ホーム 62名・その他

◆住宅改修・福祉用具購入（介護保険内外含む） 121件
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http://www.medi-care.co.jp/

ハートケアグループ since 1988

午前はリハビリ中心

午後は文化活動

『悠遊倶楽部（ゆうゆうクラブ）』中心で

    楽しく元気に過ごしてみませんか！？
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まだもう少し寒い季節が残っておりますので、今
回は体の冷えについてお話させていただきます。
皆さん、体(筋肉)が冷えると動きにくくなること

はありませんか？実は、筋肉の温度が 22℃の場合と
12℃の場合で比較すると、最大筋力は約 1/2 に、ス
ピードは約 1/6 にまで低下するそうです。つまり体
が冷えていると、思っているよりも力が出ず、また
動きも遅くなってしまうということです。これだけ
でも転倒などのアクシデントは増えそうですが、さ
らに柔軟性も低下しているので、ケガも普段より大
きなものになりがちです。

では、どう対処すればよいのでしょう。
「冷え」に対しては「ウォーミングアップ(準備運動)
で体を温める」ことが大事です。カイロを使ったり、
服を着込んだりして体を温めることもよいのです
が、今回はストレッチについて説明します。

勢いをつける運動は、体の
柔軟性を低下させてしまうこ
ともあるため、ウォーミング
アップにはあまり適しませ
ん。
ウォーミングアップとして

は、比較的ゆっくりと大きく
関節を繰り返し動かす運動が
適していると言われていま
す。歩く前であれば、座った
状態で大きく膝を上げ下ろし
をする、膝を大きく曲げ伸ば
しする、つま先を大きく上げ
下ろしするといった具合で
す。
※無理の無い範囲で行ってく
ださい。

運動方法等、お困りの際はお近くの
療法士・看護師へご相談ください。

デイセンターリハビリプラザ門真では、昨年末
に紅白歌合戦を開催しました。ヘルパー部門、厨房の
職員も応援に入り、職員は色々な（変な？）衣装を身
にまとい、歌手になりきり大熱演。ご利用者の方々も
紅白歌合戦に向けて喉がかれるまで練習を重ねた方
や、わざわざスーツに着替えて歌を披露してくださっ
た方もおられ、大盛況でした。
ご利用者の方々からは、

「楽しかった！ 今年最後
の笑い納めやわ･･･お腹が
痛くなるぐらい笑ったのは
久しぶりやわ･･･」と、嬉
しい言葉もたくさん頂き、
恒例行事になりそうです。
リハビリプラザ門真は、上の階にコンフォート門真

という高齢者マンションがあり、ご利用者はそちらに
入居の方がほとんどです。その方々にとってデイサー    

ビスは生活の一部でもあります。
ご利用者の大切な時間を共有さ

せて頂いているという気持ちを忘
れずに、デイに来て「今日も楽しか
った！ 明日も行きたいな、そして
今日も生きていて良かったな･･･」
と、その方々の『生きがい』になる
ことができればと思っています。

手先や身体を動かし、頭を使い、色々な事にチャレ
ンジしてもらえるように、様々なアイデアを取り入れ
ながら、常に新鮮なデイサービス作りを目指していま
す。今後は外部の方にもたく
さん利用していただき、地域
の方々とも交流の機会を持て
るように、明るく元気をモッ
トーに職員一同頑張って行き
たいと思います。

                                                       

                                     

笑う門には

リハビリきたる

デイセンター
リハビリプラザ門真  門
門真営業所長 前薗 治美

メディケア・リハビリ
訪問看護ステーション

理学療法士 中尾 友規

ハートケアグループ 相談受付

土・日・祝日・年末年始 （9：00～17：00）

090-3676-7733

平日 （フリーダイヤル9：00～18：00）

        0120-812-182

    

編 集 後 記
              
                 
                
                       

ハートケア通信編集部
ＴＥＬ：０７２-９３１-２３５５ ＦＡＸ：０７２-９３１-２７２０

ハートケア通信のご感想・ご意見等を担当ケアマ
ネジャーや当事業所スタッフにお伝えください。
俳句・短歌・水墨画等の投稿も歓迎いたします。

◎膝の上げ下ろし
(足踏み)

◎膝の曲げ伸ばし

◎つま先の上げ下ろし


